
幼保小連携推進事業全体計画
～学びの連続性を見通した幼保小連携を目指して～

【連携の３つの柱】

つながり

低学年児童

小学校

パンフレット配布オープンスクール

地 区 会幼保小連携研修会
共通理解 共通実践

○共通視点：幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 『10の姿』
○幼児児童の発達や互いの教育内容についての相互理解

→ 「幼保小の架け橋プログラム」の共有
○教職員の資質向上のための実践的研究
○子育てや家庭教育への支援の在り方

参観・交流・情報交換・カリキュラムの共有

相互参観
を基盤に

幼保小連携推進事業

代表者会議
ワーキング
グループ

幼児教育
アドバイザー

年長児

家庭・保護者

幼稚園・保育所(園)
認定こども園

・環境を通して行われる一人一人を大切にした幼児期の教育での学びを生かし、０から
のスタートではなく、安心して学んだことを発揮できる小学校教育の充実を図る。

・主体的な遊びで育まれた10の姿を、１年生の教育全体で発展させていく。
・幼児児童の関わり、教職員・保護者等の関わりを大切にして、学びの連続性を見通し
た連携を図る。

主体性安 心


